
シルバー連合会�

…………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………

第２８号

【平成２２年１月発行】

●新年の挨拶（連合会 生田会長）…１

●年頭所感（福岡県 麻生知事）……２

●シニア就業支援プログラム事業とは

…………………………………………３

●シニア就業支援プログラム事業の内容

…………………………………………４

●シニア就業支援プログラム実施事業の

紹介……………………………………５

●シニア就業支援プログラム事業の現状

…………………………………………６

●シニアワークプログラム事業とは…７

●シルバー事業の新しいかたち

�直方市シルバー人材センター……８

●公益法人会計基準（平成２０年４月１１日

改正）適用について……………９・１０

●特定公益増進法人に係わる寄付金の募

集促進について………………………１１

●福岡県における会員数の現状

（平成１９年度～平成２１年度）…………１２

●一言コーナー・編集後記……………１３

社団
法人 福岡県シルバー人材センター連合会

目次

秋月城址（朝倉市）



時時時時時時時時時時時時時時時時時
代代代代代代代代代代代代代代代代代
ののののののののののののののののの
要要要要要要要要要要要要要要要要要
請請請請請請請請請請請請請請請請請
ににににににににににににににににに
応応応応応応応応応応応応応応応応応
えええええええええええええええええ
たたたたたたたたたたたたたたたたた

魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅
力力力力力力力力力力力力力力力力力
あああああああああああああああああ
るるるるるるるるるるるるるるるるる
セセセセセセセセセセセセセセセセセ
ンンンンンンンンンンンンンンンンン
タタタタタタタタタタタタタタタタタ
ーーーーーーーーーーーーーーーーー
創創創創創創創創創創創創創創創創創
りりりりりりりりりりりりりりりりり
ににににににににににににににににに
向向向向向向向向向向向向向向向向向
けけけけけけけけけけけけけけけけけ
ててててててててててててててててて

社
団
法
人

福
岡
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征

生

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
は
ご
家
族
お
揃
い
で
健
や
か
に
新
年
を

お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
世
界
の
金
融
危
機
が
日
本
に
も

影
響
を
及
ぼ
し
、
経
済
情
勢
は
一
気
に
下
降
線
を

た
ど
り
民
間
企
業
等
の
雇
用
調
整
が
遅
滞
し
て
失

業
者
は
増
加
の
一
途
を
た
ど
り
、
深
刻
な
景
気
の

後
退
に
苦
し
み
ま
し
た
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
に
お
い
て
も
、

昨
今
の
行
財
政
改
革
等
に
よ
る
地
方
行
政
機
関
の

逼
迫
し
た
財
政
状
況
を
背
景
に
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
に
対
す
る
援
助
は
年
毎
に
厳
し
く
、
事

業
の
運
営
は
一
層
困
難
な
状
況
と
な
っ
て
き
て
い

る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
政
府
の
行
政
刷
新
会
議
の
事

業
仕
分
け
に
よ
る
シ
ル
バ
ー
事
業
へ
の
援
助
事
業

費
は
３
分
の
１
削
減
と
い
う
厳
し
い
評
価
結
果
に

接
し
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
将
来
に
一
抹

の
不
安
を
感
じ
、
慌
た
だ
し
く
過
ぎ
た
１
年
で
は

な
か
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
会
員
の
皆
様
の
就
業
に
対
す
る
熱
い

思
い
が
、
こ
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
通
し

た
様
々
な
活
動
と
な
り
、
働
く
こ
と
が
健
康
を
保

持
し
「
福
祉
の
受
け
手
か
ら
社
会
の
担
い
手
」
と

な
る
こ
と
を
理
念
と
し
て
、
ま
た
、
誰
か
に
必
要

に
さ
れ
て
い
る
と
い
う
意
識
が
地
域
社
会
で
の
積

極
的
な
活
動
に
繋
が
り
、
更
に
は
地
域
の
活
性
化

に
も
寄
与
し
て
き
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

近
い
将
来
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
に
よ
り
４
人

に
１
人
が
高
齢
者
と
な
る
状
況
の
中
、
多
様
な
働

き
方
を
提
供
す
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
対

す
る
期
待
は
、
ま
す
ま
す
大
き
く
、
ま
た
、
制
度

改
革
に
伴
う
公
益
社
団
法
人
へ
の
移
行
が
望
ま
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
事
を
シ
ル

バ
ー
事
業
に
携
わ
る
我
々
が
理
解
し
、
一
般
の

方
々
に
判
り
や
す
く
広
報
す
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

新
し
い
年
を
迎
え
当
連
合
会
は
、
皆
様
と
と
も

に
連
携
を
図
り
な
が
ら
時
代
の
要
請
に
応
え
シ
ル

バ
ー
事
業
の
更
な
る
発
展
拡
充
に
努
め
、
２１
世
紀

の
高
齢
社
会
に
あ
っ
て
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る

高
齢
者
が
生
き
が
い
を
も
っ
て
ゆ
と
り
あ
る
生
活

が
で
き
る
環
境
作
り
を
目
指
し
、
新
し
い
時
代
に

即
応
し
た
魅
力
あ
る
セ
ン
タ
ー
創
り
に
邁
進
す
る

所
存
で
あ
り
ま
す
。

本
年
も
当
連
合
会
に
対
し
引
き
続
き
温
か
い
ご

支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
の

ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
、
ご
健
勝
を
心
か
ら
ご
祈
念

申
し
上
げ
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
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感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感
福
岡
県
知
事

麻

生

渡

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
さ
ま
に
は
晴
れ
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ

と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

経
済
は
、
一
部
で
持
ち
直
し
の
動
き
が
見
え
て

ま
い
り
ま
し
た
が
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が

続
い
て
い
ま
す
。
福
岡
県
で
は
、
中
小
企
業
へ
の

資
金
対
策
を
は
じ
め
、
農
業
・
福
祉
分
野
な
ど
へ

の
人
材
移
転
や
年
代
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
就
職

支
援
な
ど
雇
用
確
保
に
向
け
全
力
を
挙
げ
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

活
力
に
満
ち
た
地
域
づ
く
り
に
は
、
県
内
企
業

の
９９
％
、
雇
用
の
７５
％
を
担
っ
て
い
る
中
小
企
業

の
経
営
安
定
と
発
展
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
中
小
企

業
の
金
融
や
経
営
革
新
、
技
術
力
向
上
に
対
す
る

支
援
、
地
場
産
業
の
育
成
や
商
店
街
の
活
性
化
、

販
路
開
拓
に
つ
な
が
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
の

拡
大
や
デ
ザ
イ
ン
開
発
に
よ
る
売
れ
る
商
品
づ
く

り
の
支
援
な
ど
総
合
的
な
支
援
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

ま
た
、
福
岡
県
で
は
、
自
動
車
や
水
素
エ
ネ
ル

ギ
ー
、
先
端
半
導
体
な
ど
先
端
成
長
産
業
の
育

成
・
集
積
に
よ
り
培
わ
れ
た
技
術
や
研
究
成
果
を

大
い
に
活
用
し
、
新
製
品
、
新
市
場
、
雇
用
を
創

出
す
る
１７
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
福
岡
ニ
ュ
ー

デ
ィ
ー
ル
」
を
進
め
て
い
ま
す
。
高
齢
者
に
や
さ

し
い
自
動
車
の
開
発
や
、
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利

用
に
よ
る
低
炭
素
社
会
の
構
築
、
ペ
プ
チ
ド
ワ
ク

チ
ン
に
よ
る
第
四
の
が
ん
治
療
法
の
実
現
な
ど
を

通
じ
て
地
域
の
成
長
力
を
高
め
て
ま
い
り
ま
す
。

少
子
高
齢
社
会
の
到
来
や
情
報
化
の
進
展
、

人
々
の
価
値
観
の
多
様
化
に
伴
い
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
、
企
業
も
、「
新
た
な
公
」
と
し
て
、

行
政
と
と
も
に
公
的
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
主
体
と
な

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
福
岡
県
で
は
、

企
業
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
行
政
と

の
協
働
を
積
極
的
に
推
進
し
、
共
助
社
会
づ
く
り

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
あ
わ
せ
て
女
性
の
再

就
職
や
母
子
家
庭
の
就
業
支
援
、
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
や
新

生
活
産
業
の
育
成
を
推
進
し
、
多
様
な
働
き
方
を

選
択
で
き
、
女
性
が
活
躍
す
る
共
同
参
画
社
会
づ

く
り
な
ど
を
進
め
ま
す
。

少
子
高
齢
化
が
進
展
す
る
中
、
少
子
化
の
流
れ

に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
、
独
身
者
の
出
会
い
を

応
援
す
る
「
新
た
な
出
会
い
応
援
事
業
」
の
推
進

や
「
子
育
て
応
援
宣
言
企
業
」
３
千
社
、「
子
育

て
応
援
の
店
」１
万
店
の
登
録
を
目
指
し
、結
婚
・

子
育
て
応
援
社
会
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
者
が
い
つ
ま
で
も
元
気
で
安
心
し

て
生
活
を
楽
し
む
健
康
長
寿
社
会
を
つ
く
る
た
め
、

「
ね
ん
り
ん
・
ス
ポ
ー
ツ
文
化
祭
」
の
開
催
や
ひ

と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
見
守
り
事
業
な
ど
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

特
に
、
豊
か
で
活
力
あ
る
地
域
社
会
を
維
持
し

て
い
く
た
め
に
は
、
高
齢
者
の
皆
様
が
長
年
培
わ

れ
た
知
識
、
技
能
、
経
験
を
活
用
し
、
就
業
参
加

や
社
会
参
加
な
ど
に
よ
り
積
極
的
に
地
域
と
関
わ

り
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
高
齢
者
に
就
業
の
機
会
を
提

供
し
て
い
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
の
役

割
は
今
後
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

会
員
の
皆
様
の
よ
り
一
層
の
ご
活
躍
を
期
待
い
た

し
ま
す
。

本
年
が
、
皆
さ
ま
に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い
一
年

と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
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対  象  者�

厚生労働省委託事業

シシニニアア就就業業支支援援ププロロググララムム事事業業ととはは
近年、高年齢者の雇用・就業ニーズは多様化しており、社会参加やボランティア、そして本格的な雇用など様々です。

こうしたニーズに対応するためには、地域社会に密着した雇用・就業や、社会参加の場を広く提供することが必要

となってきました。

このため、仕事や社会参加でもっと自分を活かしたいと考えておられる高年齢者の皆さまと、企業・団体・地域が

求める人材をマッチングして、高年齢者の方々の雇用・就業・社会参加を支援するものです。
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地域ネットワークの構築

対象高年齢者の登録

就業応援セミナーの開催

ワークショップの実施

講 習 内 容

還暦に向けて、また還暦後の振り返りとして、これまでに培ってきたキャリアや管理能力
を活かして、次の世代、若い世代に伝承する力を発揮できる能力を研鑽する受講者参加型
の研修です。
「還活」（還暦を意識した活動）をテーマにしたワークショップです。

会 場

福岡朝日ビル

福岡朝日ビル

開催日

Ｈ．２２．２．２５

Ｈ．２２．３．２

個別相談・適性検査実施

マッチングの実施

シシニニアア就就業業支支援援ププロロググララムムのの内内容容

地方公共団体をはじめ、地域の企業、NPO・ボランティア団体、ハローワークなど県内の関係組織や団体と
連携協力する「地域ネットワーク」を構築します。
このネットワークを活用することにより、高年齢者と地域社会ニーズの円滑な需給調整を可能とする就業モデ

ルの確立を図ります。

対象者は、定年等による離職者及び離職予定者、本格的な職業生活から引退過程、または引退後の５５歳以上の
方です。
ご希望の方には、履歴・職歴等と併せて就業ニーズを記載して登録していただきます。
なお、登録料は無料です。

当「就業応援セミナー」は、対象となる高年齢者に対し、地域における事業の事例紹介や労働市場等の理解を
促し、職業能力等の自己分析や希望条件等の明確化を図ることにより、新しい分野での活躍を促すとともに、対
象高年齢者が自らの地域内での活動に係わる生活就業プランが作成できるよう支援することを目的としています。
登録者の就職・就業や地域社会での活躍の場の拡大に役立つような講座を開催していきます。
本年度は、福岡市・北九州市・飯塚市・柳川市において計７回開催、各地区とも多数の登録会員の方々が参加

されました。

地域社会での様々な活動に参加し、活躍の場を拡大したいと希望されている登録者に、地域ネットワークを活
用した多彩なワークショップを開催します。
■企業での職場体験コース
■シルバー人材センター就業体験コース
■ボランティア活動コース
■サークル活動コース
■自治会や老人クラブ等での活動体験

なお、今後の開催予定は下表の通りです。

登録者が、自らの活動にかかわる生活就業プランを策定をするとき、それを支援するため本人の希望
により、個別相談や適性検査を実施いたします。

就職・就業を希望されている登録者の就業ニーズと、高年齢者の経験・知識・技能を求めている地域の企業や
団体などの人材ニーズを照合し、適合した情報を提供します。
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就業応援セミナー

■講師の紹介■■■■

吉原 克枝 講師
●インターナル・マーケティング LLC代表
●産業・組織心理学研究者
●九州大学／筑紫女学園大学／精華女子短期大学
非常勤講師

●横浜国立大学卒業後 岩田屋入社
人事部教育担当を経て 退職後は 九州大学
大学院人間環境学府にて 修士号取得

実実施施事事業業のの紹紹介介

■セミナーの内容■■■■
１、キャリア発達とは？：生涯を通じたキャリア・サイクルと移行期
２、中高年齢期のキャリア危機：生理的変化、役割変化、人間関係の変化
３、キャリア適応力をつけよう：変化を受け入れ対応する能力を身につけよう
４、ワークライフバランス：仕事と私生活の釣り合いを考える
５、新たな人間関係：多様な背景を持つ人たちとの付き合い方

■セミナーのねらい■■■■
定年後も元気に働きたいと考えるシニアがますます増えていま

す。
しかし、定年退職後にもう一度新たな働き方を模索する時期は、

様々な「心理的危機」が潜んでおり、かつ「大きなストレス」が
かかる時期でもあります。
本セミナーでは、中高年齢者が自身のキャリア発達の特徴を知

り、環境の大きな変化へ対応していくためのコツをお教えします。
その上で、自分自身のこれからの働き方、社会との関わり方、

家族との付き合い方など、様々な視点から自分の人生を見つめ直
す機会を提供し、シニア期のアイデンティティの再構築をサポー
トしていくというものです。

■セミナー受講者の声■■■■
・今回の話は、これからの人生にとても役立つと思う。また、同
様の企画をお願いします。

・ちょうどボランティアをしてみたいと考えていました。自分を
振り返ってみたいと思います。

・期待以上のセミナーでした。今までの自分とこれからの自分の
区分けが必要だと気づかされました。

・離職（定年退職）して、半年強の時間が過ぎてしまっています。
もう少し早い機会にセミナーを受けておけば良かったかなと思
います。

・普段おぼろげながら感じていることを、整理していくことがで
きるようになり大変参考になりました。

・自分の生き方を確認できるセミナー、自分中心では生きていけ
ないということが分かるようなセミナーを期待します。 高齢
者になるとだんだん視野が狭くなるので……
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みんな�
頑張って�
チャレンジ�
してみよう！�

シシニニアア就就業業支支援援ププロロググララムム事事業業のの現現状状
平成２１年度の新規事業としてスタートした「シニア就業支援プログラム事業」ですが、１２月末現在で下表のよ

うな状況になっています。今後とも、皆さまのご支援・ご協力をよろしくお願い申し上げます。

ワークショップ
講 習 内 容

座学

座学・実習

実習

シルバー人材センターとは

安全作業のために

樹木の管理と剪定

時 間

１０：００～１１：００

１１：００～１２：００

１３：００～１６：００

ワークショップ開催

１回（１７名参加）

１回（１７名参加）

セミナー開催

２回（５２名参加）

１回（１９名参加）

１回（３９名参加）

１回（３４名参加）

５回（１４４名参加）

マッチング件数

２９件

３０件

５２件

６７件

１７８件

登録参加会員数

２４３名

１８７名

３６３名

２４４名

１，０３７名

地 域

福 岡

北九州

筑 豊

筑 後

合 計

１１月２７日� 久留米市田主丸の『福岡県緑化センター』にて

第１回目のワークショップが開催されました。

今回のテーマは「樹木・緑地管理」についての講習でした。

緑地の樹木や花木などを維持管理する上での必要な知識や道

具の使い方などに係わる初歩的な知識・技能を実体験により習

得していただくものです。

１７名の会員が参加、９：００～１６：００まで座学・実習ともに全

員熱心に受講されていました。
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平成19年度� 平成20年度�

400�

350�

300�

250�

200�

150�

100�

50�

0

その他�

警備受付�
管理�

訪問介護員養成�
研修2級課程�

樹木緑地�
管理�

パソコン�
関係�

技能介護講習雇用就業数の推移（連合会主催）�

51

40

59

71

131

76

22

59

66

95

352人� 318人�

受講者＝1,199人� 受講者＝851

シシニニアアワワーーククププロロググララムム事事業業ととはは
６０歳台前半層の就職希望者を対象とした技能講習、合同面接会等を行う事業です。

この事業は、社団法人福岡県シルバー人材センターが厚生労働省から委託を受け実施しています。

受講対象者
◆福岡県内に在住、６０歳台前半層、雇用・就業を希望される方

◆過去１年間に当連合会主催の各種講習を受講していない方

※申込者多数の場合申込書審査のうえ抽選により受講者の決定をおこないます。

就業中、趣味・教養としての受講はご遠慮ください。

受講申込方法
◆受講申込書を郵送ください。 技能講習受講申込書の請求は

公共職業安定所（ハローワーク）、シルバー人材センター、連合会ホームページから

◆連合会ホームページからインターネット上で直接申し込みもできます。

受講経費
◆受講料は無料です。

※訪問介護員養成研修２級課程（ホームヘルパー）実習のための健康診断料は自己負担になります。

行財政改革の中、事業経費が大幅に削減となりました。

（対前年比 平成１９年度 ９４．３％、平成２０年度 ４７．１％）

受講者の意見・要望では、長期雇用に活用できる資格の取得

が多く、このため講習の見直しや新科目の設定などを行い、雇

用・就業支援に努めています。

シニアワークプログラム
技能・介護講習状況

建築CAD講習

樹木・緑地管理講習
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シ
ル
バ
ー
事
業
の
新
し
い
か
た
ち

〜
�
直
方
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み
〜

平
成
年
２１
年
８
月
２
日
�
、
直
方
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
が
自
然
薯
（
山
い
も
）
料
理
と
う
ど
ん
の
お

店
「
殿
町
と
ろ
ろ
」
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
当
セ
ン

タ
ー
で
は
、
焼
き
芋
や
弁
当
販
売
、
託
児
施
設
「
お
ひ

さ
ま
」
の
開
設
な
ど
、
様
々
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

直
方
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成
１９
年
か

ら
直
方
五
日
市
で
の
弁
当
販
売
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
市
内
で
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
に
も
「
い
き
な
り

団
子
」
や
「
た
こ
焼
き
」
な
ど
の
食
品
提
供
お
よ
び
販
売
を
行
っ
て
お
り
、
秋
か

ら
冬
に
か
け
て
事
務
所
前
で
販
売
し
て
い
る
「
焼
き
芋
」
は
、
市
外
か
ら
車
で
買

い
に
来
る
人
も
い
る
ほ
ど
の
好
評
ぶ
り
で
す
。

こ
の
よ
う
な
食
品
販
売
の
ノ
ウ
ハ
ウ
と
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
な
ら
で
は

の
様
々
な
知
識
と
経
験
を
持
つ
会
員
が
畑
で
野
菜
を
作
る
こ
と
に
よ
り
、
地
元
で

栽
培
さ
れ
た
野
菜
を
使
っ
た
料
理
店
を
開
こ
う
と
、
平
成
２０
年
１０
月
か
ら
準
備
を

進
め
て
き
ま
し
た
。
以
前
食
堂
だ
っ
た
商
店
街
近
く
の
店
舗
を
借
り
受
け
、
大
工

の
経
験
を
持
つ
会
員
に
よ
る
改
装
工
事
を
は
じ
め
、
調
理
経
験
を
持
つ
女
性
会
員

を
中
心
に
、
う
ど
ん
だ
し
や
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
の
た
め
に
各
地
の
料
理
店
へ
の
視

察
や
試
食
を
重
ね
、
オ
ー
プ
ン
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、『
殿
町
と
ろ
ろ
』
の
メ
イ
ン
素
材
と
な
る
自
然

薯
は
栽
培
に
試
行
錯
誤
を
重
ね
、
苗
の
植
え
付
け
か
ら

育
成
管
理
、
収
穫
、
保
存
も
セ
ン
タ
ー
の
会
員
の
手
で

行
っ
て
い
ま
す
。

新
聞
や
テ
レ
ビ
番
組
な
ど
で
紹
介
さ
れ
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
連
日
大
盛
況
の
賑
わ
い
で
県
下
各
地
か
ら
の

来
客
が
あ
り
、
自
然
薯
料
理
や
う
ど
ん
の
味
を
楽
し
ん

で
お
ら
れ
る
よ
う
で
す
。
な
か
で
も
人
気
の
高
い
メ

ニ
ュ
ー
は
、
山
い
も
の
と
ろ
ろ
を
メ
イ
ン
に
、
ミ
ニ

う
ど
ん
や
天
ぷ
ら
、
小
鉢
の
付
い
た
「
殿
町
と
ろ
ろ

御
膳
」
で
す
。

飲
食
関
連
の
事
業
の
ほ
か
に
も
、
当
セ
ン
タ
ー
で

は
託
児
施
設
「
お
ひ
さ
ま
」
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

お
ひ
さ
ま
は
、
商
店
街
入
口
に
面
し
た
２
階
に
あ
り
、

市
民
の
方
々
が
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
平
日
の
み
な

ら
ず
、
土
日
祝
日
も
託
児
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

基
本
的
に
は
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
で
す
が
、
お
客
様
の
ご
要
望
に
よ
り

時
間
は
変
更
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
保
育
士
な
ど
の
資
格
を
持
つ

子
育
て
の
ベ
テ
ラ
ン
会
員
が
就
業
し
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
（
？
）
の
よ
う
な
対
応
が

よ
ろ
こ
ば
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
事
業
は
、
庭
木
の
剪
定
や
草
刈
り
な
ど
の
、
お
客
様
か
ら
ご
依
頼
を

い
た
だ
く
従
来
の
受
託
事
業
と
は
異
な
り
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
側
か
ら
売

り
込
ん
で
い
く
独
自
事
業
で
す
。
も
ち
ろ
ん
綿
密
な
計
画
や
予
算
を
立
て
、
予
算

の
範
囲
内
で
行
っ
て
い
く
事
業
で
す
が
、
会
員
の
方
々
の
ア
イ
デ
ィ
ア
や
思
い
が

形
と
な
っ
て
生
み
出
さ
れ
て
い
く
も
の
で
す
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
こ

う
し
た
新
し
い
か
た
ち
を
創
り
出
し
て
い
く
、
新
た
な
時
代
に
入
っ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
直
方
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
広
く
会
員
の
意
見

や
ア
イ
デ
ィ
ア
を
取
り
入
れ
て
実
施
す
る
企
画
提
案

方
式
事
業
に
も
着
手
し
て
い
ま
す
。
重
点
分
野
の
う

ち
、
介
護
、
子
育
て
、
教
育
の
３
分
野
に
取
り
組
み
、

教
育
分
野
で
は
、
会
員
が
講
師
と
な
っ
て
地
域
の
子

ど
も
た
ち
や
保
護
者
を
対
象
に
、
か
ぶ
と
虫
の
幼
虫

を
成
虫
に
す
る
ま
で
の
生
育
過
程
を
学
ぶ
教
室
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
活
動
も
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

新
し
い
活
動
の
か
た
ち
と
し
て
注
目
さ
れ
ま
す
。
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備 考

※事業別に経理区分
（公益目的事業・法人会計等）
預金：事業別口座
特定資産・固定資産：
使用割合事業別区分
移行前まで
内部管理事項適用
公益認定法
施行規則
第２７条及び第３０条

新制度

平成２０年改正

財務諸表
・貸借対照表
・正味財産増減計算書
・附属明細書
・財産目録

－

損益計算ベースの
・収支予算書
（・収支計算書）

旧制度

平成１６年改正

財務諸表
・貸借対照表
・正味財産増減計算書
・財産目録
（・キャッシュ・フロー計算書）
・収支予算書
・収支計算書

－

根 拠

会計基準

内部管理事項

公益法人認定法

公益法人会計基準（平成２０年４月１１日改正）適用等について

１ 公益法人会計基準の改正及び適用について
シルバー人材センター（以下「センター」という。）は公益法人会計基準に基づき会計処理を行っ

ており、現行では平成１６年１０月１４日「公益法人等の指導監督等に関する関係省庁連絡会議申合せ」
として公表された公益法人会計基準（以下「平成１６年基準」という。）を平成１８年度から適用して
います。
平成１８年６月２日に公益法人制度改革関連三法（法人法・認定法・整備法）が公布され、法令と

の整合性から、平成２０年４月１１日「内閣府公益認定等委員会」より公益法人会計基準の改正（以下
「平成２０年基準」という。）が公表されました。平成２０年基準は、平成２０年１２月１日以後開始する
事業年度から実施することになっていますが、適用する際の経過措置があり、特例民法法人（移行
期間中の公益法人）が移行認定・認可の申請をする場合には、平成２０年１２月１日以後開始する最初
の事業年度（平成２１年度）に係る財務諸表は、前述の実施時期にかかわらず、平成１６年基準を適用
して作成できることになっていますので、平成２１年度決算書類は従来どおりの財務諸表及び収支計
算書を作成します。
現在、福岡県連合会及び県内のセンターが行っている事業については、認定法に定められている

公益目的事業に該当する考えで公益社団法人への移行準備を進める申請法人として、今後、公益認
定の申請書類を作成するうえでも財政基盤の明確化と事務の効率化を図るため、各法人の財務（会
計処理）規程の一部改正を行い、平成２２年度から平成２０年基準を適用し、会計処理を行うことにし
ています。

２ 公益法人会計基準の改正点について

３ 平成２０年基準の財務諸表について
公益法人会計の目的は、法人の決算日における財政状態と一定期間（事業年度）における運営状

況（経営成績・効率性・採算性）等に関する会計情報を利害関係者に報告するためであり、情報開
示は財務諸表を作成して報告することになります。
平成２０年基準の財務諸表については、公益法人のディスクロージャー（財務諸表の透明化）をよ

り充実させるため、法人全体の財務諸表を基本とし、事業別区分会計ごとの情報を財務諸表の一部
として内訳表を作成することになっています。福岡県連合会及び県内のセンターは公益認定の申請
を行う法人（申請法人）として認定を受けるまでの間、事業別区分会計を実施事業等会計・その他
会計・法人会計の３区分に分け、財務諸表を作成することになります。

92010.1�Vol.28

シルバー
連合会ふくおか



貸借対照表
要素の区分

流動資産
固定資産
特定資産
その他の固定資産
流動負債
固定負債
一般正味財産
指定正味財産

要素

資 産

負 債

正味財産

（平成２０年基準運用指針：様式１‐１） （単位：円）
増減前年度当年度科目

（平成２０年基準運用指針：様式１‐４） （単位：円）
合計内部取消消去法人会計その他会計実施事業等会計科目

（平成２０年基準運用指針：様式２‐１） （単位：円）
増減前年度当年度科目

（平成２０年基準運用指針：様式２‐３） （単位：円）

合計内部取消消去法人会計
その他会計

小計共通ｂ事業ａ事業
実施事業等会計

小計共通Ｂ事業Ａ事業
科目

増減前年度予算額予算額科目
（単位：円）

合計内部取
引消去

法人
会計

その他会計

小計共通ｂ事業ａ事業

実施事業等会計

小計共通
シニア就業
支援プログ
ラム事業

シニアワー
クプログラ
ム地域事業

シルバー人材センター事業

計
企画提
案方式
事業

就業機
会確保
事業

就業機
会提供
事業

科目

（単位：円）

４ 事業別区分会計
貸借対照表 事業別区分会計で管理することになります。

事業別区分会計：貸借対照表内訳表作成

貸借対照表� 実施事業等会計�

その他会計�

法人会計�

（総計）�

５ 財務諸表・様式について
� 貸借対照表（平成○年○月○日現在） 決算日
� 当年度・前年度対比の貸借対照表表示項目

� 申請法人の貸借対照表内訳表

� 正味財産増減計算書（平成○年○月○日から平成○年○月○日まで） 事業年度
� 当年度・前年度対比の正味財産増減計算書表示項目

� 申請法人の正味財産増減計算書内訳表

６ 損益ベースの収支予算書作成
現行の収支計算（資金会計）ではなく、当期正味財産の増減を表す損益計算となります。
� 収支予算書（平成○年○月○日から平成○年○月○日まで） 事業年度
� 当年度・前年度対比の収支予算書表示項目

� 申請法人の収支予算書内訳表（例示）

� 収支予算書勘定科目
「収入」「支出」ではなく、正味財産増減計算書「収益」「費用」の科目設定となります。

� 現行収支予算書との相違点
� 当期の損益計算を行いますので前期繰越収支差額の計上がなくなります。
� 損益ベースの収支予算となりますので予備費は計上せず、必要に応じて予算の補正を行う
ことになります。

� 当期経常収益・費用及び当期経常外収益・費用のみ予算計上することから、特定資産や固
定資産等の財産運用は収支予算書に計上されず、収支予算書の注記で「投資活動及び財務活
動に関する見込」を計上します。
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特定公益増進法人に係わる寄附金の募集促進について

厳寒の候 皆様にはますますご清祥のこととお喜び申しあげます。

平素から当連合会の事業運営について、格別のご理解、ご協力を賜り感謝いたしており

ます。

さて、標記のことについては、平成１９年度からの事業活性化計画において、積極的なお

取組みをいただいているところですが、今年度、特定公益増進法人の寄附金について全国

的に１認定法人につき最低でも１００万円以上の寄附金がなければ特定公益増進法人として

認可することが難しいとの見解が示されました。

ところが、平成２１年１２月末日現在の寄附の状況を見ますと目標額の二分の一に達したと

ころであります。

当連合会は、シルバー人材センター事業の公益性・公共性が高く評価され、平成９年度

認定を受けてから２年ごとに再認定を受けてきましたが、公益法人制度改革と合わせて財

務省としては寄附金実績が１００万円に達しない場合は、認定を取り消すか再認定しない方

針であるとの連絡が当連合会にありました。

寄附金実績が上がらないことを理由に認定が取り消されたり、再認定されないこととな

れば財政当局のシルバー事業に対する印象も悪くなり、公益性を標榜するシルバー人材セ

ンター事業の推進に少なからず影響を与えるのではないかと危惧されるところであります。

景気は停滞状況にあり、未だ回復の兆しを実感するには至らず地方においては更に厳し

い状況のもと、寄附金を民間企業等にお願いすることは極めて困難を伴うこととは存じま

すが、特定公益増進法人認定の趣旨を広く地域社会に広報、周知いただき、より多くの寄

附の賛同を得て、各センターの運営資金確保の一方策として、特段のご配慮をお願いする

次第であります。

何卒、この趣旨をご理解いただき、ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。

社団法人 福岡県シルバー人材センター連合会

会 長 生 田 征 生
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福岡県における会員数の現状（平成１９年度～平成２１年度）
平成１８年度に定められた国の新雇用戦略において２０１０年度までに全国の会員を１００万人と示され、福岡県においては

３８，０００人と目標を設定しております。

過去３年間の加入会員の推移は、下表のとおりであり、本年度は１２月末現在対前年比約７７０名増加し格段の結果を得て

おりますが、各シルバー人材センターにおいては新規会員、特に女性会員の獲得に向かって更なる努力が求められます。

２１年度

２７，６４６

２７，５７０

２７，７４３

２７，８９１

２８，０３１

２８，２８７

２８，５２２

２８，８４７

２９，０１５

２０年度

２７，２５５

２７，１６０

２７，２６１

２７，３４７

２７，４７１

２７，７０５

２７，８４５

２８，０９３

２８，２５０

２８，３４６

２８，３３２

２７，７２３

１９年度

２７，４５０

２７，２４１

２７，４６４

２７，５８１

２７，６６４

２７，８１２

２７，９６６

２８，１６６

２８，１８４

２８，２３８

２８，１９９

２７，５３３

月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

月別会員状況 男女別会員数（１２月末現在） （男性 １９，３８３人）（女性 ９，６３２人）
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愛知県知多半島といえば、中部国際空港（セントレア）が開設されたことで知られるようになっ

たが、あるテレビ番組でこの半島一帯は江戸時代から築かれてきた「醸造文化圏」であることを

知った。

味噌、醤油、酢、酒など酵母を使った醸造業が江戸時代から栄え、海運業に適した地理的条件

にも恵まれ販路が拡大してこれら醸造業は発展したという。

番組の中で、江戸時代末期から続いている味噌製造業の老舗が紹介された。

時代を感じさせる旧い建物の中に創業当時から使用している大きな味噌樽が並び、原料の仕込

みから製品の仕上がりまでの醸成過程において人的加工は一切排除し、季節の変化を活かした天

然醸成に委ねているので完成まで３～４年要しているという。

この老舗の主人が「この土地が醸造業に適していることに気付いて繁栄させた『先祖』に感謝

しています」としみじみ述懐した姿に感銘し、その言葉の中に、時の流れに刻み込まれた先祖の

智恵と汗が感じられ、それは次の世代へと引き継がれていくであろうと確信した。

企業・団体にある者は、先達の労苦に感謝し、先達から享受したものは健全な状態で次の世代

に伝えていくことを心しなくてはならない。

シルバー人材センター事業は、経営基盤の再構築が問われており、この事態を乗り越えるため

将来を見通した眼力とアイデイアと行動が求められているが、問題山積しその道のりは険しい。

しかし、現在の厳しい環境は後世の人達から感謝されるに値する「時代」でもあると思われる。
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け
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し
ま
す
。
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果
、
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。
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が
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